京都北部 舞鶴ブロック

2003年度ブロック宣教司牧計画の評価

（１）舞鶴ブロック5教会の相互理解を深める。

これまで、ブッロク単位5教会で会合をもつことが困難だったが、二ヶ月に一回の定例集会を持ち(偶数月・第二土曜日)、四つの長期目標について話し合い、評価を行ないながら、長期目標を目指す。
このブロック会議によって5教会1つのブロックとしての意識が高まり行事もブロックとして呼びかけるようになり、各小教区、相互の深まりが出来つつある。ただこの会議が単なる分かち合いの場ではなく、これからの共同宣教司牧に向かって重要な討議の場にしていく必要がある。
（２）５教会合同の子供（小学生）の行事を行なう。

地理条件により、どうしてもブロックとしてのキャンプは不可能で、東舞鶴・西舞鶴の1つのユニット、もう１つのユニットの綾部・報恩寺・福知山で実施した形になった。しかし2月に西舞鶴教会で子供と共にささげるミサを実施。5教会に呼びかけ約40人の参加があり、相互の親睦を図ることが出来た。これからも続ける予定である(5月23日に予定)。
（３）信仰・教会生活についての生涯学習の充実を図る

地理的条件により、５教会合同の研修・黙想会の実施は困難なので、東・西舞鶴を一つのユニットとし、また綾部・報恩寺・福知山をもう一つのユニットとして、信仰の基本、聖書の分かち合いをそれぞれ月二回行なう。また黙想会を年二回行なった。綾部・報恩寺・福知山では担当司祭の入院により四旬節は東西舞鶴の黙想会に参加する。
舞鶴では「信仰を学ぶ」コースが講師の都合により一時途切れた。
